




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 （2018.9.15 受稿，2018.9.28 受理）
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千葉商大紀要　第 56 巻　第 2 号（2018 年 11 月）
〔抄　録〕
　本稿の目的は，韓国および南欧における庶民の文化意識の特徴を明らかにすることにあ
る。世界の文化は，直接的な人格的関係を基盤にした 2 者関係文化と，それを物象化した
文化とに大きく分類されるが，韓国と南欧の文化は前者の範疇に入る。両地域は地理的に
遠く離れているが，「半島文化」という類似した地政学的条件のために厳しい身分的・階
級的な差別を長く強いられてきた点では共通している。こうした政治状況が庶民のなかに
ルサンチマン文化を醸成し，韓国と南欧にそれぞれ「恨の文化」と「沈黙の文化」といわ
れる文化意識を定着させるようになった。つまり，韓国は 2 者関係文化の血縁主義的かつ
ルサンチマン的な変異，南欧はその名誉家族主義的かつルサンチマン的な変異と考えられ
る。なおルサンチマン文化には消極的・否定的な面だけでなく，庶民あるいは民族をプラ
スの方向へとかき立てるという積極的な面もあり，韓国の急速な経済成長や南欧の「南の
思想」という新しい哲学の構築などに貢献している。
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